
 

 

  

 

 

 

 

金杉台中学校の御滝中学校との統合に向け、「船橋市立金杉台中学校・御滝中学校統合準備

会」を設置し、準備を開始しています。昨年度から引き続き、４回目の統合準備会を行いました。 
 

 

６月１１日（金）午前１０時から、金杉台中学校の視聴覚室で開催しました。 

事務局である教育総務課から、５月に行いました「進学先に関するアンケート」 の集計結

果について説明しました。 

また、アンケートの結果をふまえ、今年度の統合準備会の検討事項を確認しました。 
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第４回統合準備会を開催しました 

 
 
 
 
 

令和４年度に中学校入学を迎える現小学校６年生の保護者を対象に、

①現時点での進学先、②その進学先を選んだ理由、③統合への不安等、

をお聞きするアンケートを５月に実施し、対象者１６６人のうち１５４人から回

答（回答率９３％）がありました。 
 

①現時点での進学先 

・「金杉台中学校」の人数は３人、「わからない・検討中」の人数は８人でした。 
 

②進学先を選んだ理由 

・「以前から希望していた」または「転校したくない」の人数は１３２人でしたが、一方で、 

「統合に不安があり、進学する中学校を決めかねている」の人数は４人でした。 
 

③統合への不安等について（自由記述） 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 進学先に関するアンケートについて  アンケートの対象の
皆様、ご協力ありが
とうございました。 
アンケートの集計結
果報告は、こちらか
らご覧ください。  

金杉台中学校に進学希望で
も、途中から御滝中学校に転
校となり、なじめるか心配 

新型コロナウイルス感染症の問題がある
中、生徒数・学級数の多い御滝中学校
で子供の命の安全が守れるか不安 

統合によって更に生徒数が増
え、先生の目が行き届かなくな
るのではないか不安 

統合への不安等を 
軽減するための 

取組を、 
教育委員会で検討し 

学校にも 
確認しています 

●先生が多いので、担任だけでなく学校全体で見守

り、多くの視点で子供たちに関わっていきます 

●様々な不安を解消できるように学習面・生活

面等において全力でサポートします 

●市保健所や感染症専門家の助言を得て

定めた「学校生活における感染症対策マ

ニュアル」を必要に応じて改訂を加えな

がら、感染予防対策に今後とも努めます 

●アンケートをふまえ、学校生活をスムーズに送れるように、

その対応や準備を行います 統合が決まっているのになぜアンケートをとるのか 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（※）統合準備会の会議録についてご意見を受け検討した結果、公表することとしました。 

準備が整い次第、ホームページに掲載いたします。 

◎統合や中学校入学について、不明な点は下記事務局までお問い合わせください。 

◎次回の統合準備会は 11 月頃を予定しています。今後も統合準備会の開催に合わせて、 

この「統合準備会たより」を発行してまいります。 

◎これまでの経過、統合準備会たよりのバックナンバーは 

市ホームページにまとめています。あわせてご覧ください。 

「金杉台中学校に関する学校規模・学校配置の適正化の検討状況」⇒⇒⇒ 

https://www.city.funabashi.lg.jp/kodomo/keikaku/002/p065270.html 

 

 

主な質疑・意見等 質疑に対して教育委員会、金杉台中学校と御滝中学校校長が応答しました。 

・統合が正式に決まる条例改正の進捗状況は？ ⇒令和５年の統合までの間に議会に諮ります。 

・統合準備会の会議録は全て出すべき。      ⇒持ち帰り検討します。（※） 
（金杉台中学校 PTA） 

 

・統合後に向けた部活動の課題整理は？ ⇒両校で話し合い、学校の状況を確認しながら進めます。 

・学校の備品などの扱いや処理は？ ⇒学校生活を優先しつつ整理を進め、移転するものなどを調整します。

・教育課程など学習面の調整は？  ⇒両校の先生方で連携を取りながら調整を進めていきます。 
（金杉台中学校教務主任） 

 

・大人数にも馴染めるよう、母数としては少ないけれど、学年合同での活動を今後も行っていく。また一人一人に

不安などないか、カウンセリング等にも努めていく。 子供たちには愛着と誇りをもって、金杉台中学校で良かっ

たと言ってもらえるように、職員一丸となって学校運営を進めていく。 （金杉台中学校校長） 
 

・不安を解消できるように、多い人数であっても生徒一人一人をよく見て大切にすることを全教職員で共通理解し

指導している。新学習指導要領に沿って、生徒が自分の考えをもって、話し合い、多様な考え方や解き方を学ぶ

活動を多く取り入れるなど、これまで以上に学習活動の工夫をしている。 （御滝中学校校長） 
 

・統合に向けて様々な課題が出てくると思うが、両校の子供たちの気持ちを第一に、

両校で連携を図っていきたい。 （金杉台中学校、御滝中学校の校長） 

 

 

令和４年度に両校へ入学する生徒の対応として、学習面、交流、部活動などの課題の検討や

調整を進めることを確認しました。学校間で連携するとともに、統合準備会で、情報共有しなが

ら対応いたします。 

また、教育委員会では、統合時に金杉台中学校から御滝中学校に引き継ぐ文書

や備品等の対応など統合に向けた進行管理を両校の協力を得ながら進めます。 

 今年度の統合準備会での検討事項について 

＜統合準備会事務局＞船橋市教育委員会 管理部教育総務課 企画係 

電話：047-436-2802 ※土日祝日を除く９時から１７時まで 

 FAX：047-436-2808 メール：kyosomu@city.funabashi.lg.jp 


